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【追想】
村上淳一先生を憶う
竹内 明世
私は、「三癇癪」と呼ばれたいかめしいお顔の村上淳一先生にお会いした
ことはありませんでした。
桐蔭横浜大学法学部への着任が決まると、周囲の人びとからはこう言われ
ました。
「あの村上淳一（呼び捨て！　歴史上の人物扱い。）がいる大学でしょ？」
そして、着任後にはこう尋ねられました。
「もう村上淳一（相変わらず、呼び捨て！　やはり歴史上の人物扱い。）と
は会えた？」
会えたどころか、出勤すれば廊下で行き会うことも屡々で、そのたびに先
生は、「何か困っていることはありませんか？」、「大学には慣れましたか？」、
「風邪を引いたりしていませんか？」等のお声をかけてくださいました。ま
た、先生はたいへんおしゃれで、特に色づかいが素敵でしたので、「セータ
ーのお色、素敵ですね。お似合いです。」とつい見たままを言ってしまった
際には、「僕ではなくて、妻が用意してくれたのを着て来ただけで、……気
に入っていますよ。」と応じてくださり、かっこいいなと思ったのが印象に
残っています。
さらに、先生は、私が、当時学長をされていた鵜川昇先生の大ファンであ
ったことをご存知で、年末恒例の学園忘年会で鵜川先生とご一緒のテーブル
だった先生は、カメラを携えて鵜川先生の写真を撮ろうしている私を手招き
されて、この忘年会で鵜川先生に写真をお願いするのは難しいけれど、年度
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末のこれもまた当時恒例だっ
た学園職員旅行の際にはお願
いできるからということで、
「今回は僕と一緒に撮りまし
ょう。」とおっしゃって、鵜
川先生が背景に写り込むよう
にポーズを取ってくださいま
した。そして、約束してくだ
さったとおり、職員旅行の時
には、先生から鵜川先生に写
真をお願いしてくださいまし
た。どちらの写真も私の宝物
です。
先生は、教職員食堂での昼
食にご一緒させていただいた
時や法学部の懇親会の際など
に、ご研究のことから結婚指輪のことまでさまざまなお話をしてくださいま
した。法学部の新入生がするような質問にもていねいに答えてくださり、拷
問の意義や裁判員制度のあり方等は、ゼミに持ち帰って当時の学生たちとお
おいに議論したことが思い出されます。
さらに、法学部の懇親会の席でだったでしょうか、お隣に座らせていただ
いた時に、私の家が寺院であること、正確には私の父が僧侶だったのですが、
を確認された上で、このようなことをおっしゃっていました。
「ドイツ法、ヨーロッパ法史を研究する上で、その背景にあるキリスト教
を学ぶことが不可欠であり、その結果、キリスト教の教えと仏教でいうとこ
ろの真理は同じであるというところに行きつきました。」
先生は仏陀（＝目覚めた人・悟りに達した人）だ、と感動しました。
未だ果たせていない先生とのお約束があります。
『ヨーロッパ法史入門　権利保護の歴史』（クヌート・W・ネル［著］村上
淳一［訳］／東京大学出版会（1999 年））をドイツから送っていただくとい
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うかたちでネル先生からいただきました。そ
の後、ネル先生が来日された際に、先生に通
訳をしていただいて、この本にネル先生のサ
インをいただきました。この時に、先生のサ
インもいただきたかったのですが、ついつい
「この本をしっかり読んで、質問を携えて、
サインをいただきに伺います。」と調子の良
いことを言ってしまい、そのままになってし
まっています。
先生、箇条書きにした質問を携えて墓前に
伺いますので、お答えとサインをください。
（たけうち・あきよ　桐蔭横浜大学法学部教授）
